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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
雄
次
く
ん
と
サ
ボ
テ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
８
２
Ａ

【
作
者
名
】

　
Ａ
Ｏ
Ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
さ
え
な
い
大
学
生
雄
次
く
ん
と
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
（
？
）
の
サ
ボ
テ
ン
の
お

話
。
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サ
ボ
テ
ン
、
登
場
ス
。

「
あ
ー
。
疲
れ
た
ぁ
・
・
・
」

思
わ
ず
ノ
ビ
を
し
て
た
め
息
。
今
日
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
実
習
が
思
い
の

ほ
か
延
び
た
。

僕
、
菊
地
雄
次
（
２
０
）
、
明
月
大
学
情
報
学
部
２
年
。
一
応
大
学
生
。

浪
人
し
な
い
で
月
大
に
入
っ
た
事
は
菊
地
家
七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
。

言
い
返
せ
な
い
の
が
ま
た
残
念
だ
け
ど
。

「
帰
っ
て
き
た
と
た
ん
、
そ
ん
な
顔
し
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
。
」

カ
ッ
！

乾
い
た
音
の
先
に
は
長
い
ト
ゲ
。

正
面
の
テ
レ
ビ
の
上
に
は
、
サ
ボ
テ
ン
。

あ
あ
・
・
本
日
も
容
赦
無
い
攻
撃
で
す
ね
・
・

「
仕
方
な
い
だ
ろ
？
今
日
は
、
実
習
が
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
・
・
」

「
そ
ん
な
暗
い
顔
し
て
る
と
飯
が
マ
ズ
く
な
る
ん
だ
。
」

お
前
、
飯
食
わ
な
い
だ
ろ
。

サ
ボ
テ
ン
な
ん
だ
か
ら
。
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・
・
ん
？
何
で
サ
ボ
テ
ン
が
喋
る
か
っ
て
？

僕
も
知
ら
な
い
。
家
の
大
学
の
傍
の
ゴ
ミ
捨
て
場
で
拾
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の

時
に
は
既
に
喋
っ
て
た
ね
。

ま
あ
世
界
は
広
い
訳
だ
し
、
喋
っ
た
り
、
ト
ゲ
を
飛
ば
し
た
り
す
る
サ
ボ
テ
ン

が
い
た
っ
て
不
思
議
じ
ゃ
な
い
。

ま
あ
少
し
ば
か
り
、
性
格
が
悪
い
の
が
問
題
だ
け
ど
ね
。

「
疲
れ
た
な
ら
と
っ
と
と
寝
や
が
れ
！
」

何
か
今
日
は
虫
の
居
所
が
悪
い
ら
し
い
。
何
を
言
っ
て
も
無
駄
だ
ろ
う
。
寝
る

か
。
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サ
ボ
テ
ン
、
登
場
ス
。
（
後
書
き
）

小
説
投
稿
は
、
初
め
て
で
す
。

読
み
に
く
い
文
章
で
す
が
、
し
ば
ら
く
お
付
き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。
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サ
ボ
テ
ン
、
対
決
ス
。

明
月
大
学
も
と
う
に
夏
休
み
期
間
。

サ
ー
ク
ル
も
夏
活
動
が
よ
う
や
く
終
了
し
た
。

情
報
学
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
故
郷
へ
帰
る
奴
、
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る
奴
、
部

屋
で
ネ
ッ
ト
漬
け
な
ど
色
ん
な
奴
が
い
る
。

そ
し
て
、
俺
に
も
素
晴
ら
し
い
プ
ラ
ン
が
あ
る
！

「
オ
イ
、
雄
次
。
そ
れ
何
だ
？
」

同
居
人
が
早
速
、
重
そ
う
に
担
い
で
き
た
紙
袋
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
る
。

「
お
前
も
見
る
か
？
」

畳
の
上
に
中
身
を
広
げ
て
み
る
。

『
常
夏
の
楽
園
！
バ
リ
一
週
間
。
』

『
ハ
ワ
イ
５
日
間
ポ
ッ
キ
リ
価
格
！
！
』

『
時
代
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
！
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
！
！
』

「
お
お
っ
！
海
外
か
。
」

「
こ
の
暑
い
日
本
を
脱
出
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
ね
。
お
前
は
ど
こ
が
い
い
と

思
う
？
」

「
や
っ
ぱ
り
、
ハ
ワ
イ
だ
ろ
。
ホ
ノ
ル
ル
だ
ろ
！
！
」

「
じ
ゃ
あ
こ
の
『
５
日
間
ポ
ッ
キ
リ
価
格
ハ
ワ
イ
旅
行
』
に
す
る
か
。
」

「
賛
成
！
！
」

「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
こ
れ
決
定
。
」
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「
常
夏
の
島
か
ぁ
。
輝
く
太
陽
、
青
い
海
、
白
い
砂
、
そ
し
て
イ
イ
女
・
・
・
」

完
全
に
意
識
が
ホ
ノ
ル
ル
ビ
ー
チ
に
飛
ん
で
い
っ
て
る
同
居
人
に
向
か
っ
て
俺

は
冷
酷
な
一
言
を
放
っ
た
。

「
ち
な
み
に
、
お
前
は
連
れ
て
行
く
気
無
い
ぞ
。
」

ピ
シ
ッ

一
瞬
に
し
て
凍
り
つ
く
室
内
。

「
・
・
・
・
エ
ッ
？
」

「
だ
ー
か
ー
ら
ー
お
前
を
連
れ
て
く
気
な
ん
て
無
い
の
。
俺
一
人
で
行
く
の
。
」

「
何
が
、
何
に
、
何
を
、
イ
ヤ
、
何
で
？
」

完
全
に
シ
ョ
ッ
ク
で
混
乱
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
だ
っ
て
さ
。
お
前
サ
ボ
テ
ン
だ
ろ
？
日
本
出
国
す
る
時
に
検
疫
と
か
厄
介
だ

ろ
う
が
。
」

そ
の
辺
、
日
本
国
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
も
ん
だ
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
そ
れ
よ
り
雄
次
。
お
前
金
は
有
る
の
か
？
」

「
あ
る
さ
。
こ
れ
ま
で
家
庭
教
師
の
バ
イ
ト
掛
け
持
ち
し
て
た
か
ら
な
。
ハ
ワ
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イ
４
泊
位
余
裕
さ
。
」

ど
う
や
ら
妨
害
す
る
策
に
出
た
ら
し
い
。

「
・
・
・
・
・
し
か
し
、
今
後
の
蓄
え
は
大
丈
夫
な
の
か
？
お
袋
さ
ん
の
ス
ネ

を
か
じ
る
の
は
人
と
し
て
み
っ
と
も
な
い
ぞ
。
」

「
大
丈
夫
さ
。
意
外
に
堅
実
な
方
な
ん
で
ね
。
」

自
慢
じ
ゃ
な
い
が
貯
金
は
か
な
り
の
も
ん
だ
。

「
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
」

「
別
に
海
外
に
行
か
な
く
て
も
色
々
と
楽
し
い
こ
と
は
あ
る
ぞ
。
」

「
輝
く
太
陽
、
青
い
海
、
白
い
砂
そ
し
て
イ
イ
女
よ
り
も
？
」

手
に
取
る
よ
う
に
焦
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
と
こ
ろ
で
お
前
は
学
生
だ
。
急
に
大
学
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
り
し

な
い
の
か
？
」

「
無
い
。
」

「
何
故
言
い
切
れ
る
？
」

「
教
授
、
助
教
授
、
講
師
全
員
揃
っ
て
日
本
脱
出
し
て
る
か
ら
だ
！
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

ど
う
や
ら
、
敗
北
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
明
日
申
し
込
ん
で
く
る
か
ら
な
！
」

こ
れ
ま
で
サ
ボ
テ
ン
に
勝
利
し
た
事
の
な
か
っ
た
人
間
が
、
遂
に
サ
ボ
テ
ン
に

勝
利
し
た
歴
史
的
瞬
間
で
あ
っ
た
。

俺
は
勝
利
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
早
々
に
眠
り
に
つ
い
た
。

～
そ
し
て
翌
日
～

「
じ
ゃ
あ
申
し
込
み
に
行
っ
て
く
る
か
ら
な
。
諦
め
ろ
よ
。
」

そ
う
言
っ
て
部
屋
を
出
発
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
携
帯
が
震
え
た
。

『
菊
地
雄
次
君
。
大
学
生
協
ま
で
至
急
来
て
下
さ
い
。
』

生
協
？

生
協
に
着
く
と
い
つ
も
の
白
岩
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
た
。

「
雄
次
君
助
か
る
わ
！
夏
休
み
中
家
庭
教
師
の
仕
事
沢
山
や
っ
て
く
れ
て
！
！
」

は
い
？

「
え
っ
？
何
の
こ
と
で
す
か
？
」

「
昨
日
の
深
夜
、
電
話
く
れ
た
じ
ゃ
な
い
。
『
夏
休
み
は
働
き
た
い
ん
で
、
家

庭
教
師
の
バ
イ
ト
あ
る
だ
け
下
さ
い
っ
て
』
。
明
月
大
っ
て
や
っ
ぱ
り
人
気
が

有
っ
て
依
頼
が
多
い
か
ら
助
か
る
の
よ
ね
。
」
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そ
う
い
え
ば
、
携
帯
が
イ
ヤ
に
傷
だ
ら
け
だ
っ
た
気
が
す
る
。

そ
う
言
い
残
す
と
白
岩
さ
ん
は
去
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
俺
の
手
元
に
は
夏
の
思
い
出
の
代
わ
り
に
、
大
量
の
テ
キ
ス
ト
が
残
さ

れ
た
の
だ
っ
た
・
・
・
・
。
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サ
ボ
テ
ン
、
対
決
ス
。
（
後
書
き
）

Ａ
Ｏ
Ｉ
で
す
。

結
局
、
こ
う
い
う
テ
イ
ス
ト
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

良
け
れ
ば
感
想
等
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

雄次くんとサボテン
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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